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第５章 リーディングプロジェクト 

環境施策や取り組みの中でも、市民の関心が高い、多くの市民や事業者の参加が見込め

る、速やかにスタートできて効果もわかりやすい、社会的に強く要請されている等の条件

に合う施策や取り組み（又はそれらのミックス）を「リーディングプロジェクト（計画を

先導する取り組み）」として掲げ、市民、事業者、市民団体及び市が協働して推進していき

ます。 

表 5-1-1 には、第１次計画で掲げられたリーディングプロジェクト及び第２次計画で新

たに追加するリーディングプロジェクトをまとめました。 

 

表 5-1-1 第２次計画でのリーディングプロジェクト 

プロジェクト名 プロジェクトの概要 

ひ と

分 野 

①環境基本計画推

進組織の支援 

環境基本計画を推進する要となる推進組織の活性化と人づくりを

支援する。特に、「活動に参加する人をいかに増やすか、活動す

る人づくり」を重要視して、取り組む。 

②環境学習推進プ

ロジェクト 

環境負荷が低減した循環型社会をめざし、すべての世代で自然環

境や地球環境問題等の環境学習を行い、日常生活で環境活動を率

先して行う市民をめざす。 

しぜん

分 野 

③自然保全プロジ

ェクト 

森林が持つ多機能的な役割や河川で育まれる生物の多様性を守る

ため、計画的な森林の管理を行い、河川の美化や水質改善に取り

組むとともに、津山の自然環境に関心が生まれるイベントを開催

する。 

④地球温暖化対策

プロジェクト 

日常生活の中で温室効果ガス排出抑制を実行できる市民を育て

る。市は地球温暖化対策地域推進計画を改定する。 

ま ち

分 野 

⑤交通低炭素化プ

ロジェクト 

「低炭素都市津山」の実現に向け、公共交通の利用促進や環境に

配慮した次世代自動車の積極的な導入等による交通の低炭素化を

推進する。 

しくみ

分 野 

⑥津山エネルギー

導入プロジェク

ト 

「低炭素都市津山」の実現に向けて、木質バイオマスや小水力、

太陽光など様々な再生可能エネルギーを導入することにより、エ

ネルギーの地産地消をめざすとともに、化石燃料由来のエネルギ

ーからの転換を行うことで、地域からの地球温暖化対策を発信し、

あわせて、地域経済の活性化をめざす。 

⑦ごみゼロ大作戦 市民、学生、事業者、学校、市民団体及び津山市が協働して運営

する「ごみゼロ推進懇談会」及び「３Ｒプロジェクト実行委員会」

において、ごみの減量について検討し、市は具体的な事業を推進

する。 
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【リーディングプロジェクト】 ①環境基本計画推進組織の支援 

名称 環境基本計画推進組織の支援 

概要 

環境基本計画を推進する要となる推進組織の活性化と人づくりを支援します。こ

の一環として、環境活動に興味を持つ市民や事業者等のために、ＩＣＴ等を活用し

て活動団体とのマッチング等を行います。 

目的 

市民が主体となった活動団体を支援することで、柔軟な発想による活動が実現さ

れ、より多くの市民が活動に参加しやすくなり、環境意識の高揚及び市民、事業者、

市民団体及び市の協働につながります。 

内容 

●津山市環境基本計画及び環境基本計画推進組織について、市民の認知度向上のた

め、広報やホームページにより、広く周知します。 

●環境基本計画推進組織のメンバーとして活動することに興味を持つ市民等を、広

報やホームページに加えて、現在のメンバーが関わる環境団体や教育団体等、さ

らに津山市環境政策審議会委員の協力も得て、ＩＣＴの活用（ＳＮＳ等）により、

市内・市外を問わず広く募集します。 

●環境基本計画推進組織は、興味を持つ人のための説明会を適宜実施するととも

に、初参加の人でも楽しめるような体験プログラムを作成し実施します。 

●市は、環境基本計画推進組織の活動に当たってのノウハウ提供、講師のあっせん、

他自治体・県・国など関係機関との調整、場所の提供・あっせん、事業委託など

で支援します。 

役割 

分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

時期 

前期（平成 28～32 年度） 後期（平成 33～37 年度） 

 会員数の増加と人づくり 

 協働の構築 

 プロジェクトの推進 

 会員数の増加と人づくり 

 協働の構築 

 プロジェクトの推進 
 

 

 

 

 

 

 

市民 市 

市民団体 

事業者 
環境基本計画推進組織

会員登録 

活動へ参加・参画 

会員登録 

活動へ参加・参画 

会員登録 

活動へ参加・参画 

推進組織の運営 

会員募集 

活動状況の報告 

津山市環境政策 

推進本部会議 

推進組織運営についての会議の開催 

市民・事業者・市民団体と市のつなぎ合わせ 

協働による環境将来像実現に向けた取り組みの展

開

環境基本条例に組織の位

置付けを明記（第 28 条）

必要な支援（ノウハウの

提供、事業委託など） 

○ＩＣＴ 

 ICT（Information and Communication Technology）は「情報通信技術」、つまり、コンピューターや

ネットワークに関連する諸分野における技術・産業・設備・サービスなどの総称の略。IT（Information 

Technology：情報技術）とほぼ同義の意味を持つが、コンピューター関連の技術をIT、コンピューター

技術の活用に着目する場合をICTと、区別して用いる場合もある。 



- 84 - 

【リーディングプロジェクト】 ②環境学習推進プロジェクト 

名称 環境学習推進プロジェクト 

概要 
環境負荷が低減した循環型社会をめざし、すべての世代で自然環境や地球温暖化

問題等の環境学習を行い、日常生活で環境活動を率先して行う市民をめざします。 

目的 
環境政策を効果的に展開するために、市民一人ひとりが環境問題を身近な問題と

して捉え、次世代を担う子どもや現役世代の行動変容を促すことを目的とします。 

内容 

●公民館等において、地域ぐるみでの生涯学習の一環とした、環境学習講座を開催

します。 

●希望する団体等に対し、出前講座として講師を派遣します。 

●幼稚園や保育所などの就学前教育や学校教育、生涯学習のための分かりやすい環

境学習のプログラムの調査・研究・教材の作成を行います。 

●時代のニーズや市民の関心を的確に踏まえ、市民に対し広く周知するセミナーを

関係団体と開催します。 

●人材育成講座を開催します。 

役割 

分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

時期 

 

前期（平成 28～32 年度） 後期（平成 33～37 年度） 

 環境プログラムの調査・研究・教材の

作成 

 環境学習講座、セミナーの開催 

 環境プログラムの調査・研究・教材の

作成 

 環境学習講座、セミナーの開催 

 

 

 

  

市民 市 

市民団体 

事業者 
環境基本計画推進組織

環境学習講座やセミ

ナーへの参加 

環境学習講座やセミ

ナーへの参加 

環境学習講座の開

催及び参加 

セミナーへの参加

環境学習講座の開催 

講師の派遣 

セミナーへの参加 

環境学習プログラム

の研究 

津山市環境政策 

推進本部会議 

環境学習 
推進検討 

環境学習講座の開催

支援 

セミナーの開催調整 

環境学習プログラム

の研究 

環境学習プログラム

の作成 
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【リーディングプロジェクト】 ③自然保全プロジェクト 

名称 自然保全プロジェクト 

概要 

森林が持つ水源涵養や二酸化炭素吸収源等の多機能的な役割や、河川で育まれる

生物の多様性を守るため、計画的な森林の管理を行い、河川の美化や水質改善に取

り組むとともに、津山の自然環境に関心が生まれるイベントを開催します。 

目的 

岡山県三大河川の一つである吉井川が市内を流れ、豊かな森林に恵まれた津山市

の特性を活かして、計画的な自然保護施策を展開することで自然環境の保全を図り

ます。また、人と自然との関係等について体験を通して学べる機会を提供すること

で、市民意識の高揚を図ります。 

内容 

●森林整備を計画的に行い、森林の多面的機能の向上を図ります。併せて、未利用

材の積極的な活用を行います。 

●河川の水質改善に向け、引き続き生活排水対策等を行います。また、河川美化の

活動を地域とともに実施します。 

●自然環境に関心を持ち、環境を大切にする市民を増やすために、自然体験イベン

トを企画し、実施します。 

役割 

分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

時期 

前期（平成 28～32 年度） 後期（平成 33～37 年度） 

 自然環境保全に関する活動の推進  自然環境保全に関する活動の推進 
 

 

 

 

  

市民 

市 

市民団体 

事業者 環境基本計画推進組織

河川美化活動への参加

自然環境に関する活動

への参加 

環境学習講座の開催 

講師の派遣 

セミナーへの参加 

環境学習プログラム

の研究 

河川美化活動への参加

自然環境に関する活動

への参加 

津山市環境政策 

推進本部会議 自然環境 
保全活動の

検討 
各施策の実施 

各主体との連携 

自然環境保全に関す

る普及啓発 

自然環境に配慮し

た事業活動の推進 

水質改善に配慮し

た事業活動の推進 
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【リーディングプロジェクト】 ④地球温暖化対策プロジェクト 

名称 地球温暖化対策プロジェクト 

概要 

地球温暖化対策として、温室効果ガス排出抑制のためのプログラム作成を行い、

日常の市民生活、あるいは経済活動等の事業活動の中で温暖化対策を実行できる市

民・事業者等を育てます。このため、市は「地球温暖化対策地域推進計画」を改定

し、地域からの温暖化対策を推進します。 

目的 

地球温暖化問題を身近なこととして捉え、市民、事業者等の環境意識の高揚を図

るとともに、地球温暖化対策地域推進計画に基づいて体系的な施策を講ずることに

より、温室効果ガス抑制を図ります。 

内容 

●地球温暖化対策の必要性を啓発し、効果的な学習プログラムを作成・実施します。 

●地球温暖化対策に効果的な省エネ機器の導入の普及促進を図ります。 

●J－クレジット制度を活用したカーボン・オフセットなど、地域ぐるみで二酸化

炭素削減活動に取り組みます。 

●自然エネルギーの活用、交通の低炭素化、３Ｒの推進など地域からの温暖化対策

活動を推進します。 

●社会変化に対応するため、地球温暖化対策地域推進計画の改定を行い、施策を展

開します。 

役割 

分担 

 

実施 

時期 

前期（平成 28～32 年度） 後期（平成 33～37 年度） 

 地球温暖化対策地域推進計画の策定 

 地球温暖化対策の推進 
 地球温暖化対策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民 市 

市民団体 

事業者 環境基本計画推進組織

 プロジェクト参画 

 地球温暖化対策推進

 プロジェクト参画 

 地球温暖化対策推進

 プロジェクト参画

 地球温暖化対策推

進 

 プロジェクト参画 

 地球温暖化対策推進 

 普及啓発 

津山市環境政策 

推進本部会議 

地球温暖化対策
の検討 

 計画の策定と推進 

 各施策の実施 

 各主体の支援 

 普及啓発 
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【リーディングプロジェクト】 ⑤交通低炭素化プロジェクト 

名称 交通低炭素化プロジェクト 

概要 
「低炭素都市津山」の実現に向け、公共交通の利用促進や環境に配慮した次世代

自動車の積極的な導入等による交通の低炭素化を推進します。 

目的 

地球温暖化の大きな要因でもある自動車からの温室効果ガスの排出削減を推進

するため、市民に対し、公共交通の積極的な活用を行うとともに、マイカーや事業

者の車両等、環境性能や経済性にも優れた次世代自動車の導入を図ります。 

また、地元企業や観光分野において、超小型モビリティの活用を検討することに

よって、新たな手法による観光・ビジネス振興を図ります。 

内容 

●エコ・ドライブの普及に取り組みます。 

●ノーマイカーデーの取り組みを行います。 

●通勤や通学において、公共交通を積極的に利用します。 

●次世代自動車の普及に向けて取り組みます。 

●超小型モビリティ利用方策や普及啓発等を検討し、カーシェアリング等の新たな

手法の導入を図るため、実証事業を行います。 

役割 

分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

時期 

前期（平成 28～32 年度） 後期（平成 33～37 年度） 

 公共交通の利用促進 

 次世代自動車の普及促進 

 超小型モビリティの実証事業の実施

及び普及拡大 

 公共交通の利用促進 

 次世代自動車の普及促進 

 超小型モビリティの普及拡大 
 

 

  

市民 

市 

市民団体 

事業者 

環境基本計画推進組織

公共交通の利用 

次世代自動車の導入 

エコ・ドライブに努め

る。 

エコ・ドライブの普及

を支援する。 

公共交通利用促進の

普及啓発を行う。 

市が実施する事業を

支援する。 

エコ・ドライブの普及を

支援する。 

公共交通利用促進の普

及啓発を行う。 

津山市環境政策 

推進本部会議 交通 
低炭素化 
の検討 

各施策の実施 

各主体との連携 

実証事業の企画及び

推進 

 

従業員へのエコド

ライブの指導 

ノーマイカーデー

の取り組みに参加 

次世代自動車の導

入に努める。 

市が実施する事業

への参加 

○超小型モビリティ 

 自動車よりコンパクトで、地域の手軽な移動の足となる１人～２人乗り程度の車両。交通の抜本的な

省エネルギー化に資するとともに、高齢者を含むあらゆる世代に手軽な足を提供し、生活・移動の質の

向上をもたらす、省エネ・少子高齢化時代の「新たなカテゴリー」の乗り物とされている。 
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【リーディングプロジェクト】 ⑥津山エネルギー導入プロジェクト 

名称 津山エネルギー導入プロジェクト 

概要 

津山市は、総面積の約７割を占める森林、岡山県三大河川の一つである吉井川、

降り注ぐ太陽光など、豊かな自然を有するまちです。これら恵まれた自然のエネル

ギーを有効に活用した再生可能エネルギーの導入を促進します。 

目的 

「低炭素都市津山」の実現に向けて、木質バイオマスや小水力、太陽光など様々

な再生可能エネルギーを導入することにより、エネルギーの地産地消をめざすとと

もに、化石燃料由来のエネルギーからの転換を行うことで、地域からの地球温暖化

対策を発信し、あわせて、地域経済の活性化をめざします。また、再生可能エネル

ギーの導入手法として、市民や地元事業者等、産学官民金の連携で、事業体制の構

築を行います。 

内容 

●木質バイオマス熱電併用施設を導入します。 

●小水力発電の設置を行います。 

●住宅用の太陽光発電設備の導入を促進します。 

●市民協働発電所を、環境基本計画推進組織と協働で推進します。 

●再生可能エネルギーを活用した地域内エネルギー循環及び地域経済活性化の検

討及び提案を行います。 

●地域の学術機関や企業が研究・開発する技術の普及を支援します。 

役割 

分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

時期 

前期（平成 28～32 年度） 後期（平成 33～37 年度） 

 再生可能エネルギーの導入促進 

 発電プロジェクトの推進 

 再生可能エネルギーの導入促進 

 発電プロジェクトの推進 
 

  

市民 

市 

市民団体 

事業者 
環境基本計画推進組織

再生可能エネルギーの

導入 

発電プロジェクトへの

参加 

発電プロジェクトの

運営 

再生可能エネルギー

の普及啓発 

発電プロジェクトへの

参画 

再生可能エネルギーの

普及啓発 

津山市環境政策 

推進本部会議 

再生可能 
エネルギー
導入検討 

発電プロジェクトの

企画、参画 

再生可能エネルギー

普及支援策の実施 

地域経済活性化に向

けた手法の検討 

各主体との連携強化 

 

再生可能エネルギ

ーの導入 

発電プロジェクト

への参加 
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【リーディングプロジェクト】 ⑦ごみゼロ大作戦 

名称 ごみゼロ大作戦 

概要 

市民・学生・事業者・学校・市民団体・市が協働して、「ごみゼロ推進懇談会」

及び「３Ｒプロジェクト実行委員会」を運営し、ごみの減量について検討します。

また、津山圏域クリーンセンターのリサイクルプラザを活用して、３Ｒの取り組み

を推進します。 

目的 

市民等との協働の手法により、循環型社会の実現を図ります。また、リサイクル

プラザを拠点として、３Ｒを始めとする普及啓発を推進し、人々の環境に対する意

識の高揚を図ります。 

内容 

●「ごみゼロ推進懇談会」及び「３Ｒプロジェクト実行委員会」を開催します。 

●津山市のごみ減量の取り組みに関わりや関心のある市民、学生、事業者、学校、

市民団体を募り、懇談会及び実行委員会への参画を促します。 

●「ごみゼロ推進懇談会」及び「３Ｒプロジェクト実行委員会」では、「ごみゼロ」、

「３Ｒ」の推進に向けた手法を検討し、具体的な事業として企画・提案します。

●津山市は、これらの企画・提案を受けて、具体的な事業を検討し実施します。 

役割 

分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

実施 

時期 

前期（平成 28～32 年度） 後期（平成 33～37 年度） 

 ごみゼロ施策の検討 

 事業計画の策定・実施 
 更なるごみゼロ施策の実施・推進 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境基本計画推進組織

 懇談会及び実行

委員会に参画 

市民・学生 
市 

市民団体 

事業者・学校 

 懇談会及び実行委員

会に参画 

 懇談会及び実行委

員会に参画 

 懇談会及び実行委員

会に参画 

津山市環境政策 

推進本部会議 

ごみゼロ推進懇談会
及び３Ｒプロジェク
ト実行委員会の開催

 懇談会及び実行委員

会に参加 

 具体的な事業の検討

と実施 

○ごみゼロ推進懇談会 

 ごみ焼却場の老朽化、埋立地の残容量が逼迫するという状況の中、平成 14 年に市の呼びかけで、消費

者団体、事業者、行政が協働してごみゼロ社会を推進するため、「ごみゼロ推進懇談会」が発足した。主

な取り組みとして、市内スーパーと連携してマイバッグ持参運動を推進している。 

○３Ｒプロジェクト実行委員会 

 市の呼びかけで、平成 26 年に市内に通学する学生が中心となって作成した３Ｒ啓発キャラクターを活

用して、幅広い世代を対象に３Ｒの普及啓発を推進するため、「３Ｒプロジェクト実行委員会」が発足し

た。主な取り組みとして、環境啓発用ビデオや環境ソングの作成、環境ミュージカルの公演などを行っ

ている。 


